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県県県境境境不不不法法法投投投棄棄棄現現現場場場再再再生生生事事事業業業ににに関関関すすするるる県県県議議議会会会予予予算算算特特特別別別委委委員員員会会会でででののの質質質疑疑疑にににつつついいいててて   

現在開催されている 2月定例会の予算特別委員会において、日本共産党の斉藤信委員から質

問がありました。主な質問と答弁は次のとおりでした。 

県境不法投棄現場再生事業について 

Ｑ１．10 年度までの進捗状況と処理量はどうなっているか？ 

Ａ１．県境不法投棄現場の廃棄物の処理については、本年度における 1月末までの処理量は、

4万 5984トンで、年度目標4万 8千トンの95.8％となっており、累計の処理量は27万 3689

トン、推計総量 32 万 4320 トンに対する進捗率は 84.4％となっております。 

  （※下欄に 2月末現在の状況を掲載しています。） 

   また、土壌汚染対策については、平成 19 年度から浄化を実施していた、いわゆるＮ地

区において、今年度に予定の対策工事を完了できる見通しであり、残り 7地区の浄化につ

いても、12 月に対策工事の契約を締結し、着工したところです。 

Ｑ２．青森県側の取り組み状況はどうなっているか？ 

Ａ２．青森県側の取組み状況については、本年度にお 

ける 1月末までの廃棄物処理量は、20 万 3 千トン、 

累計の処理量は 73 万 3 千トン、推計総量 124 万 5 

千トンに対する進捗率は 58.8％と聞いていますが、 

新たな廃棄物を確認したことに伴い、撤去完了は 1 

年程度延びる見込みと聞いています。 

Ｑ３．青森県との協議状況はどうなっているか？ 

Ａ３．本県と青森県とは、全量撤去の基本的な方針の 

もとで、それぞれの実施計画に基づいて事業を実 

施しているところですが、定期的な連絡会議や随 

時の調整を行い、協力して進めています。 

 

第第 4455 回回原原状状回回復復対対策策協協議議会会をを開開催催ししまますす。。 

どなたでもご自由に傍聴できますので、皆様のご来場をお待ちしております。 

 日時  平成 23 年 3 月 19 日（土）午後 2時 10 分 

 場所  二戸地区合同庁舎 １階 大会議室（二戸市石切所字荷渡６－３） 

廃廃棄棄物物のの撤撤去去状状況況ににつついいてて（（平平成成 2233 年年 22 月月末末現現在在））  

撤去量（トン）

22年4～9月 25,709

22年10月 5,634

22年11月 6,025

22年12月 5,614

23年1月 2,996

23年2月 5,526

合計 51,504
平成22年度撤去目標　48,000トン

表：22年度の月別撤去量

 

未処分量
45,110㌧(15.6%）

H22撤去量
51,504㌧(15.9%）

H21撤去量
51,307㌧(15.8%)

H20撤去量
46,810㌧ (14.4%）

H19撤去量
41,206㌧ (12.7%）

H18撤去量
38,364㌧(11.8%)

H17撤去量
30,109㌧(9.3%)

H16撤去量
13,626㌧(4.2%)措置命令等

6,284㌧(1.9%)

 

 

 

 

 

※撤去状況の数字は、小数点

以下の端数処理をしているの

で、合計値が合わない場合が

あります。 

2 月末までに、岩手県側の

推定総量 324,320 トンのう

ち、279,210 トン（86.1％）

を撤去しました。

汚染土壌対策 エリアごとの状況図 


